
様式１ 

港区立港南中学校 

令和７年度 授業改善推進プラン 
 

1 

国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・言葉に関する基礎的な知

識や技能を身に付けると

ともに、言葉を通じて積

極的に人と関わったり、

思いや考えを伝え合った

りする力の育成を目指

す。 

・社会生活に必要な国語の

知識や技能を身に付け、

学んだことをもとに生活

の中で生かしたり親しん

だりする態度の育成を目

指す。 

本校における全国学力・学習状況調査

平均正答率 ５５．０％ 

・１年生は、定期考査や日々の授業

の様子から「漢字の読み書き能

力」に課題が見られる。授業内

で、学んだ漢字を意識して使わ

せることで、漢字の苦手意識を

なくし、漢字の学習に積極的に

取り組ませることが必要である。 

・2 年生は定期考査や日々の授業

の様子から「語彙力」について

課題が見られる。教科書で出て

くる語句および教科書外の語句

でも必要に応じて語句の意味の

確認を行い語彙力・読解力を高

めさせる。 

・３年生は、全国学力・学習状況調

査の結果から「言葉の特徴や使

い方に関する事項」に課題が見

られた。文法や語句の使い方な

ど日常生活と結び付けて、継続

的に学習させる必要がある。 

・「教えて考えさせる授業」を実践し、

ペア活動やグループ活動等を取り

入れながら、複線型授業を進めて

いく。 

・学習内容の定着を図るため、漢字や

文法などの小テストを実施する。 

・単元の初めに語句の意味や使い方、

漢字の読み方などを確認する時間

を確保したうえで、内容の理解に取

り組ませる。 

・生徒同士で話し合いや練習を積み

重ねることで、課題を解決するため

の筋道を考えたり、他の人の意見を

参考に自分の意見をまとめたりする

活動を多く取り入れる。 

・振り返りシートや単元のまとめを書く

際、学習した漢字や語句などをでき

るだけ使い、自分の表現に役立て

るように指導を行っていく。 
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2 

社
会 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇広い視野に立ち、グロー
バル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の形成者
に必要な公民としての資
質・能力を育成する。その
ために、以下の目標を設定
する。 
【知識・技能】 
・我が国の国土と歴史、現
代の政治・経済、国際社
会等に関して理解する。 

・調査・諸資料から様々な
情報を効果的に調べまと
める技能を身に付ける。 

【思考・判断・表現】 
・社会的事象の意味や意
義、特色や相互の関連を
多面的・多角的に考察し
たり、社会に見られる課題
の解決に向けて選択・判
断したりする力を養う。 
・思考・判断したことを説明
したり、それらに基に議論
したりする力を養う。 
【主体的に学習に取り組む
態度】 

・社会的事象について、より

よい社会の実現を視野に

課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。 

・多面的・多角的な考察や

深い理解を通して涵養

される我が国の国土や

歴史に対する愛情、国民

主権を担う公民として、

自国を愛し、その平和と

繁栄を図ることや、他の

国や他国の文化を尊重

することの大切さにつ

いての自覚を深める。 

・１年生は、小学校の学習内容を生
かしながら、中学校での学習内
容に関する基礎的な知識・技能
を定着させようと努力する生徒
が多い。一方で、既習事項を活
用して資料を読み取り、適切に
まとめることが課題である。 

・２年生は、既習事項を活用して資
料を読み取り、自分の意見や考
えを適切に表現しようと努力す
ることのできる生徒が多い。ま
た、ワークシートなど授業中の取
り組みには非常に意欲的であ
る。複数の資料を活用しながら、
社会的な知識を活用して表現す
ることが課題である。 

・３年生は定期考査において一問

一答の問題では適切な答えを

導く出すことはできたが、ポート

フォリオ（振り返りシート）の取り

組みからは知識を活用すること

による「概念的な知識」の理解に

ついて課題が見られた。そのた

め、社会的事象の意味や意義、

特色や相互の関連を多面的・多

角的に考察する問いに対して、

「おおむね満足できる」解答を導

き出すことが困難な生徒が多か

った。 

【知識・技能】 
・授業の振り返りシートや小テストを
実施し、基礎的な知識・技能の定着
を図る。また、ルーブリックなどを活
用し、社会科の見方・考え方を働か
せる課題に対する表現力を磨いて
いく。 

・写真や地図、グラフなどの資料を多
く提示し、資料から何が読み取れる
のかを考えさせる活動を取り入れ
る。また、ペアワークやグループワー
クを通して、読み取った情報を他者
に説明するなどの対話的な活動を
多く取り入れる。 

【思考・判断・表現】 

・複線型授業を実践し、生徒が社会科

の見方・考え方を広げたり深めたり

できるよう、社会に見られる課題の

解決に向けて選択・判断したりする

力や説明・議論できる力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・主に単元のまとめを通して、振り返り

シートなどを活用しながら、よりよい

社会の実現することをテーマに記

述させることによって、主体的に取

り組もうとする態度を身に付けさせ

る。 

・毎時間のワークシートやレポートなど

を積極的に評価し、学びの調整や

粘り強く学習に取り組もうとする姿

勢を身に付けさせる。 

【その他】 

・ICT の活用やワークシート等の教材

の工夫によって、分かる授業を実践

していく。また、色チョークで重要度

を可視化するなどユニバーサルデ

ザインの視点を取り入れる。 
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数
学 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・単元の基礎・基本となる事

項を理解し、知識として確

実な定着を図る態度を育

成する。 

・事象の変化や対応の特徴

を見いだし、図や表、式、

グラフを相互に関連付け

て表現できる力を育成す

る。 

・論理的に考え、手順をしっ

かりと踏み、相手に数学

的な説明ができる力を育

成する。 

本校における全国学力・学習状況調査

平均正答率 ５２．０％ 

・1 年生は基本的な計算方法は授

業内で理解できている。複雑な

計算になると、正答できない生

徒が増えることに課題がある。 

・2年生は基礎的な知識・理解や技

能は、概ね定着しつつあるが、

数学的な思考力・判断力・表現

力の習熟に課題があり、記述式

の問題の正答率が低い傾向に

ある。普段の授業から考え方を

言語化する習慣を身に着けてい

く必要がある。 

・3 年生は全国学力・学習状況調

査の結果において、どの領域も

全国平均より正答率が上回って

いるが、「数と式」以外の領域に

ついて、都平均を下回ってい

る。特に、「関数」は 3.7 ポイン

ト、「データの活用」は 2.2 ポイ

ント下回っている。１・２年次に学

習した基礎的な計算や図形の

知識・技能は身についている

が、2 年次に学習する「場合の

数・確率」に関する知識の定着

に課題がある。また、どの領域に

おいても、「日常生活への利用・

活用問題」の正答率・無回答率

に課題がある。 

・「教えて考えさせる授業」を実践

し、「教師からの説明」と「理解確

認」の場面で基礎的な知識・技能

を身に付け、「理解深化」の場面で

は、課題に対して問題解決の過程

を重視し、複数の解法を考えさせ

たり、自分の考えを相手に伝え、

解決に向かう学び合いの活動を

取り入れたりすることで思考力・

判断力・表現力の向上を図る。 

・毎時間授業の始めに、計算ドリル

演習を行い、基礎学力の定着を図

る。 

・習熟度別少人数授業を展開し、与

えられた課題を、図や表、式、グ

ラフを活用し、筋道を立てて考え

たり、演繹的に説明したりする活

動を充実する。 

・「データの活用」（1 年…データの

分析と活用、2 年…確率、箱ひげ

図）についてより定着を図るた

め、「データの活用」が実際にどの

ように役立つかを具体的にイメ

ージできるように、生徒が日常生

活で遭遇する事象についての問

題を授業で扱うようにする。 
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理
科 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

理科においては、自然事

象を科学的に探究するた

めの「知識・技能」「思考

力・判断力・表現力」「学び

に向かう力・人間性等」の

3つの資質・能力をバラン

スよく育成することを目

指す。具体的には、基礎的・

基本的な概念や法則を正

確に理解し活用する力、観

察・実験を通して課題を見

いだし仮説を立てる力、得

られたデータをもとに根

拠を明確にして考察する

力、さらにその結果を表現

し他者と共有する力を育

成していく。また、自然や

科学技術への関心を高め、

自ら課題を見つけて解決

しようとする意欲を持た

せることも重視して指導

を行っていく。 

 

本校における全国学力・学習状況調査 

IRTスコア ４８６ 

・１年生は基本的な知識・技能を

身につける必要があるため、繰

り返しの演習やパフォーマン

ステストを実施する。 

・２年生は実験や観察などの経

験が乏しく、基本的技能を正し

く身につけたうえで、結果を考

察につなげ、深い学びにつなげ

る必要がある。 

・３年生は、全国学力・学習状況

調査の結果において、考察や仮

説立案、実験方法の選択など

「科学的に探究する力」を問う

問題の正答率が低い傾向が見

られた。例えば、実験を確かな

ものにするために必要な実験

を選択し予想を記述する 2（1）

の問題では本校の正答率は

8.1％（全国 14.0％）であり、

極めて低い水準であった。ま

た、地層の性質から水の染み出

る場所を判断する 1（3）は

32.3％（全国 36.2％）、仮説が

正しい場合の実験結果を予想

する 3（1）は 33.5％（全国

34.9％）と全国平均との差も小

さく、知識の活用力に課題があ

る。さらに、課題設定や探究の

振り返りを記述する 1（2）・1

（6）では無解答率が 7.8～

9.4％と高く、表現力や自信の

不足が課題である。これらの課

題解決を目指し、知識定着と活

用のバランスを重視した授業

改善を進めていく。 

知識の定着を図るだけでなく、予

想→実験→考察→共有の学習プロ

セスを重視した授業改善を行って

いく。実験前に必ず予想を書かせる

活動や、データの整理方法の指導、

結果の根拠を明確にした考察練習

を計画的に取り入れる。  

記述に苦手意識を持つ生徒には

穴埋め形式での記述方法を提示し、

相互評価を行うことで表現力を高

めていく。 

さらに ICTを活用し、シミュレー

ション教材や動画分析を用いて基

礎概念を視覚的に理解させる。教員

間での授業研究や公開授業を通し

て指導方法を共有し、課題を抱える

生徒へのフォローアップ体制を整

え、全ての生徒の資質・能力を着実

に伸ばしていくことを目指す。 
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音
楽 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・自己の反省や振り返り

を通して、基礎的な知

識・技能の向上や創意工

夫して表現する力、他者

と協働しながら演奏表

現を工夫する力を養う。 

・曲や演奏の楽しさを見

出す力、作曲家や演奏家

の思いや意図を感受し

ながら鑑賞する力を養

う。 

・1年生は授業を通して、授業で

の規範意識や提出物、基礎的知

識が身についていないことに

課題がある。 

・2年生は授業を通して他者と協

働しながら創意工夫した表現

を主体的に考えることに課題

がある。 

・3年生は実技試験や演奏におい

て創意工夫した表現が満足に

達成することができないと悩

む生徒が多い。 

・ワークシートの工夫や資料等、ポ

イントを絞って提示することで

分かりやすい授業の実践を行う。 

・生徒の実態や達成度を多面的多角

的に観察し、難易度困難査定をよ

く吟味して課題の設定を行う。 

・グーグルクラスルームを中心に生

徒のデータ管理や課題の提示を

分かりやすく設定し、ICT を活用

する授業を多く設定し、他者との

協働、学び方の選択ができる環境

を設定する。 
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美
術 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・表現及び鑑賞の幅広い

活動を通して、造形的な

見方・考え方を働かせ、

多様な価値観を形成し、

表現方法を忍耐強く自

己努力し、創意工夫する

ことで、創造的に表すこ

とができる能力を養う。 

・美術文化と豊かに関わ

る資質・能力を養い、造

形的なよさや美しさ、表

現の意図と工夫、美術の

働きについて豊かに発

想や構想ができる能力

を養う。 

・1年生は、対象や事象を造形的

な視点で捉え、生徒の主体的・

自律的な学習態度を育み、コミ

ュニケーションを通して造形

活動を幅広く積んでいくこと

が必要である。 

・2年生は、美術や美術文化を理

解し集中して表現活動に取り

組む姿勢はできているが、表現

の意図と工夫、美術の働きにつ

いて考え、見方や感じ方を深め

ていく経験が必要である。 

・3年生は、美術や美術文化に対

する知識や理解力を発揮し表

現活動に取り組むことはでき

ているが、生み出した主題を追

究し、さらに社会的広い視点で

表現を発展させて社会生活に

生かせる創造性を培うことが

必要である。 

・「教師からの説明」、「理解確認」、

「理解深化」、「自己評価」の 4つ

段階からなる「教えて考えさせる

授業」を実践し、基礎的・基本的

な知識・技能を身に付けて表現活

動に取り組み、多角的多面的な視

点で創造性を発揮し表現するこ

とにより、自己の達成感・充実感

が味わえるような授業を目指す。 

・他者と協働しながら活動をする際

には、自分の考えを他者に的確に

伝え、クラス全体の表現活動がよ

り充実するような話し合い活動

を行う。 

・自然や身の回りの事物や環境から

社会的にも幅広く表現の対象を

捉え、美術が生活や社会において

重要な役割を果たしていること

を実感できるようにする。 
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保
健
体
育 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・生涯学習の視点に立ち、

運動への親和的態度を

養う。 

・運動技能の向上だけで

なく、「する」・「みる」・

「支える」の観点から運

動を実施する能力の育

成を目指す。 

・新体力テストの結果から本校

の課題は全身持久力（20mシャ

トルラン、長距離走）、スピー

ド（50m走）の二つの項目にあ

り、走ることが苦手な生徒が多

い。 

・1年生は運動に対して消極的な

一面があり、積極的に取り組む

ために運動に対して親和的な

態度、 また他者と協働的に学

習を行うために周囲への配慮

や安全に関して知識を身に付

ける必要がある。 

・2年生は積極的に活動に取り組

む。課題として、自分の考えを

他者に伝えたり、協働的な学習

の中で、課題解決方法を思考し

たり、発言したりすることが苦

手な生徒が多い。 

・3年生は積極的に運動に取り組

む。考えを他者に伝えたり、話

し合い活動を積極的に行う一

方で、他者と協力したり、フェ

アにスポーツに取り組む姿勢

を身に付けることが必要であ

る。 

・「走る」ことを苦手とする生徒が多

い。その根本には「運動嫌い」、「体

を動かすことが嫌」という理由が

挙げられる。その理由を取り除く

ために、授業のはじめに「走る」

活動を多く取り組み、苦手意識の

払拭に努める。 

・課題解決能力を身に付けさせるた

めに、生徒同士で話し合い活動の

時間を設けて、協働的学習を行

う。課題を解決するためには自分

自身の理解を高めることも必要

だが、教え合い活動も有効であ

る。授業の中で生徒同士の教えあ

い活動の充実を図る。 
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技
術
・
家
庭 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・互いの意見交換を大切

にし、情報共有する中

で、創意・工夫ある作品

作りをさせる。 

・1年生は、創意工夫する能力を

生かし、お互いに情報共有する

中で技能を磨き知識を高める。 

・2年生は、柔軟に考えを深めら

れるよう主体的に学ぶ姿勢を

養う。 

・3年生は、主体的に学習する中

で、生活に役立つ技能を身に着

け、知識を高める。 

・ものづくりを通して、創造力を高

めさせ、意欲的に取り組めるよう

個別に対応していきたい。 

・多種多様な情報収集する中で、正

しい判断・処理を積み重ね、分か

りやすく発信ができるように声

掛けをする。 

・iPad・PCを活用できるよう声掛け

をする。 
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外
国
語
（
英
語
・
国
際
） 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

・基礎的な知識・技能の定

着をめざす。 

 

・読解力の向上と読み取

った情報をもとに考え

る資質能力の育成を目

指す。 

 

・主体的・対話的に学習に

取り組み、自らの学習 

の課題を把握し、その解

決に向けて粘り強く取

り組むことのできる資

質・能力の育成を目指

す。 

 

・１年生は、標準学力調査（CBT)

の結果では、区平均 85.3%に比

べ、81.4%で、-3.9点であった。 

また、「書くこと」については、

区平均と比較して、-5 点でこ

ちらも区平均を下回った。し

かし、全体の水準が高いため、

区平均とほぼ同等の能力値で

あった。また、基本的な知識は

身についているので、今後は

その知識を活用する活動を増

やし、話す、書く能力を高めて

いきたい。 

 

・２年生は、標準学力調査（CBT)

の結果では、区平均 65.8%に比

べ、58.3%で、-7.5点であった。 

また、「書くこと」については、

区平均と比較して、-7.1 点で

こちらも区平均を下回った。

分布をみると基礎的な知識・

技能の定着が不十分な生徒が

多くいる。そして「聞く」「読

む」「書く」において課題が見

られる。 

 

・３年生は、標準学力調査（CBT)

の結果では、区平均 67.1%に比

べ、73.1%で、＋６点であった。

また、「書くこと」については、

区平均と比較して、＋１1.6点

で大きく上回っていた。自分の

考えを文章で書いたりするこ

とに優れている生徒が多い。積

極的にコミュニケーションを

図る姿が授業中に見ることが

できる。今後の課題としては、

長文等の読解スピードをさら

に身に付ける必要がある。 

 

・「教えて考えさせる授業」を実践

し、学力の低い生徒でも基礎的な

知識・技能を習得し、自らの学習

課題を把握し、高度な課題を取り

組むことができるようにする。ま

た、学力が高い生徒は、基礎的な

知識・技能を習得し、それらを活

用する課題に取り組み、主体的か

つ深い学びにつながるようにす

る。 

 

・学習内容の定着をより深く図るた

めに、引き続き小テストを実施す

る。定期考査では、基本文や重要

表現を理解しているかを確認し、

定着を図るとともにそれらを活

用する能力も確認する。 

 

・読み取った情報や内容を他の生徒

に説明をする等の活動及び自分

の意見や考えを伝える活動をさ

らに充実させる。 

 

・長文等の読解スピードをさらに身

に付けるために、多読の授業を実

施する。 

 

・複線型授業を実践し、探求学習や

発表活動などで、考え方を深める

ために、課題の解決に向けて選

択・判断したりする力や自分の考

えを説明することができるよう

にする。 
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道
徳 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

よりよく生きるための基

盤となる道徳性を養うた

め、道徳的諸価値について

の理解を基に、自己を見つ

め、物事を広い視野から多

面的・多角的に考え、人間

としての生き方について

の考えを深める学習を通

して、道徳的な判断力、心

情、実践意欲と態度を育て

る。 

・ルールを守るという規範意識

やより良い学校・学級づくりに

貢献しようとする意識に全体

的に課題がある。道徳で学び、

考えたことを実生活に活かす

ために、道徳的な判断力、心情、

実践意欲と態度を養う発問を

工夫する必要がある。 

 

・各学年の教員による道徳のローテ

ーション授業を実施し、生徒の多

面的・多角的な理解に努めてい

る。 

・発問や振り返りの際に、道徳的価

値の理解を自分自身の関わりの

中で深めているかどうかの視点

を入れていく。 

①読み物教材の登場人物を自分

に置き換えて考え、自分なりに

具体的にイメージしているか。 

②現在の自分自身を振り返り、自

らの行動や考えを見直してい

るか。 

③道徳的な問題に対し自己の取

り得る行動を他者と議論する

中で、 道徳的価値を更に深め

ているか。 

④道徳的価値を実現することの

難しさを自分のこととして捉

えているか。 
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特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

集団や社会の形成者とし

ての見方・考え方を働か

せ，様々な集団活動に自 

主的，実践的に取り組み，

互いのよさや可能性を発

揮しながら集団や自己の 

生活上の課題を解決する

資質・能力を育成するこ 

とを目指す。 

・多様な他者と協働する

様々な集団活動の意義

や活動を行う上で必要

と なることについて理

解し，行動の仕方を身に

付ける。 

・集団や自己の生活，人間

関係の課題を見いだし，

解決するために話し合

い，合意形成を図った

り，意思決定したりする

ことができるようにす

る。 

・自主的，実践的な集団活

動を通して身に付けた

ことを生かして，集団 

や社会における生活及

び人間関係をよりよく

形成するとともに，人間

としての生き方につい

ての考えを深め，自己実

現を図ろうとする態度

を養う。 

・人間関係をより良く形成した

り、学級・学年などの社会集団

をより良くしたりしていこう

とする態度が十分に養われて

いないことが課題である。生活

体験の不足や人間関係の希薄

化、集団のために働く意欲や生

活上の諸問題を話し合って解

決する力の不足、規範意識の低

下などが表面化している。 

・好ましい人間関係を築けない

ことや、望ましい集団活動を通

した社会性の育成が不十分な

状況が見られる。 

・学級・学年の活動や学校行事など

において、係生徒を中心とした生

徒同士の活動の活発化を図り、生

徒同士の好ましい人間関係の構

築を図る。その上で社会性を育成

していく。 

・褒める場面を作り、生徒の自己肯

定感及び自主的・実践的な態度を

育成する指導を積み重ねる。 
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総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

総合的な学習の時間に固

有な見方・考え方を働か

せ，横断的・総合的な学習

を行うことを通し，よりよ

く課題を解決し，自己の生

き方を考えていくための

資質・能力の育成を目指

す。 

・探究的な学習の過程に

おいて，課題の解決に必

要な知識及び技能を身

に付け，課題に関わる概

念を形成し，探究的な学

習のよさを理解する。 

・実社会や実生活の中か

ら問いを見いだし，自分

で課題を立て，情報を集

め，整理・分析して，ま

とめ・表現することがで

きるようにする。 

・探究的な学習に主体的・

協働的に取り組むとと

もに，互いのよさを生か

しながら，積極的に社会

に参画しようとする態

度を養う。 

本校では主に宿泊行事への取組、

防災、職業・自己の将来に関する

課題を総合的な学習の内容とし

て実施しているが、その上で以下

の課題が見られた。 

・各教科の学習を通して身に付

けた地域のよさや課題につい

ての知識はあるものの、その知

識を生かしてより良い社会作

りに貢献しようとする態度に

結びつかない生徒が多い。 

・自ら課題を設定し、情報の収

集、整理・分析、まとめ・表現

する力が弱く、いわゆる「やっ

つけ作業」としている生徒が散

見される。 

・資質・能力を育むためのさまざ

まな体験活動に対して、体験の

みに終始してしまい、それが自

己の生き方や実生活に活かさ

れない生徒が多い。 

・自ら課題を設定し、情報の収集、

整理・分析、まとめ・表現する力

を身に付けさせるために、地域の

人材や機関などを有効活用し、体

験・協働したことを整理・分析さ

せプレゼンテーションさせる機

会を多く設定する。 

・資質・能力を育むためのさまざま

な体験活動の振り返り活動を行

うことにより、生徒が自己の生き

方や実生活に活かせるようにす

る。また、振り返りをさせること

で、自分事として受け止めさせ、

より良い社会づくりに貢献しよ

うとする意識をもたせていく。 

 

 


